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分散処理システム上でフ。ロセスを各PE に割り当て実行する場合，同ーの PE に割り当てられたプロ
セス間同志ではプロセッサの使用に関し競合が生じ，また一方，異なる P EI乙割り当てられたプロセス
間同志ではプロセス間通信による通信路の競合が生じ，乙れらがシステムの性能を大きく左右する要因
となる。 例えばプロセスを割り当てる PE数を減少させると同一PE 内のプロセッサの競合が増大し，





















































考慮に入れて平均ジョブ実行時間を評価することにより 異なる PE に割り当てられたプロセス聞の通
信による CNでの競合による待ち時間を含めた分散処理システムの評価を行っている。これにより分散
処理システムの接続形態やジョブのプロセス構成を含めた性能評価を可能としている。このように，本
論文は分散処理システムの性能評価に大きく貢献するものであり，博士論文として価値あるものと認め
る。
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